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· ご記入いただいた個人情報は、講演会目的以外には一切使用致しません。

　　　　　　　　　　　　　　このままFAX（072-232-7072）してください
　　　　　　 ＝＝＝＝＝　歴史講座　堺と韓半島のつながり　＝＝＝＝＝
 ※該当するところに✔点印を付けてください。　　　　　　　　　　　　　　　(当日領収)

□3回連続　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3回連続受講料　2,400円

□1回目　　□2回目　　□3回目　　　　　　　　　　　　　　  受講料1回　800円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(希望講座のみでも可)
お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

           〒
住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　
メールアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第1回「竹内街道」～堺、海外文化、そして渡来人～　　　　　　(2009年11月21日)





日本の古代、6～7世紀、都は、ほぼ奈良の飛鳥地方にありました。海外文化が目指すのは先ず当該する


国の中心である都でしょう。「都」もその受け入れに万全を期すでしょう。古代、海外文化の導入は、それらの文化を身につけた人々の渡来が前提となります。「文化そのものだけを」を導入するには大変な困難がある


からです。海外からの文化も人も、それを受け入れる側も、都までの整備された交通路の存在が望ましいに違い


ありません。そこで・竹内街道の成立前後、その重要性・海外文化の内実・渡来人の果たした役割　などが話の


中心になります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：朴鐘鳴（渡來遺跡研究会代表）




















講師：朴鐘鳴（渡來遺跡研究会代表）





第２回「古代の堺」～行基など渡来系氏族の活躍の背景を考える～(2009年12月12日)


堺には我国最大の百舌鳥古墳群が存在する。当時は古墳の近くまで海が迫り、はるか遠くから望まれたに違いない。明石海峡に迫る瀬戸内海を西から出る船は左手に五色塚古墳を見る。大和政権との関連が考えられる古墳である。須磨近くとされる五色塚古墳は当時の中央政権の入口である。そこで明石海峡から大阪湾を通してまっすぐ東を望むと、堺の地が目に入ると考えられる。堺とは西方との関係においてそんな場所にある。次に古墳群が築いた頃から百舌鳥東の陶邑では韓半島の影響を強く受けた須恵器作りの村がある。


1000基におよぶ多数の窯跡がある。偶然かもしれないが西からの交通と無関係ではない。また百舌鳥古墳群付近から東へ伸びる２本の古道(大津道と丹比道)がある。この道は大和へ結ぶ。堺は西と東を結ぶ重要なポイントであった。このことについて考えようとする。　　　　　　　　　　　　　　　


講師：長山雅一（流通科学大学情報部　教授）























 　　　講師：永山雅一（流通科学大学情報部　教授）




















講師：水野正好（(財)大阪府文化財センター理事長）





第3回「茶の湯における堺と韓半島」　　　　　　　　　 (2009年1月23日)





茶の湯は16世紀中頃、主導権をにぎった堺衆たちの手によって飛躍的な発展を遂げます。その過程で従来使われていた中国産の陶磁器や金属器の多くは排除され、代わって韓半島産の陶磁器や、日本産の陶磁器


あるいは木竹製品が主として使われるようになります。この変化を主導したのが堺衆の一人である千利休です。今回は、茶の湯と堺の町および堺衆、そして韓半島の関係について考えます。


講師：谷　晃（野村美術館学芸部長・茶の湯文化学会会長）











講師：吉田靖雄（大阪教育大学名誉教授・堺行基の会　会長）








申し込み先　在日本大韓民国民団大阪府堺支部　事務局


　　　　　　　　〒590－0063　大阪府堺市堺区中安井町1－3－1　 TEL:072-238-7840、FAX：072-232-7072


　　　　　　　　E-mail：� HYPERLINK "mailto:mindan-sakai@s3.dion.ne.jp" ��mindan-sakai@s3.dion.ne.jp�   


          郵送、TEL、FAX、メールにて上記までお申し込み下さい。　受講料は当日、受付でお支払願います。








